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Agenda 

• ハンズオンの目的 

• 環境準備 

• Exception Handling アプリケーションの作成 

（以下の四つのプロジェクトを作成する） 

 

 

 

 

 

• 補足情報 

• リファレンス 

CatchSystemExceptions 境界イベントを利用してアクティビティで発生するシステム例外
を捕捉して処理 

CatchBusinessExceptions 境界イベントを利用してアクティビティで発生するビジネス例外
を捕捉して処理 

CatchSubprocessExceptions 境界イベントを利用してサブプロセスで発生する例外を捕捉し
て処理 

CatchUsingEventSubProcess イベント・サブプロセスを利用してプロセスの例外を捕捉して処
理 
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• Oracle BPMアプリケーション開発ライフサイクルの理解 

• 境界イベントを利用してアクティビティで発生するシステム例外
とビジネス例外を捕捉する方法の理解 

• 境界イベントを利用してサブプロセスで発生する例外を捕捉す
る方法の理解 

• イベント・サブプロセスを利用してプロセスの例外を捕捉する方
法の理解 
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ハンズオンの目的 
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環境準備 (1/4) 

• WebLogic Server 10.3.5 のインストール 

• SOA Suite 11gPS4 Feature Pack のインストール 

• BPM 11gPS4 Feature Pack のインストール 

• Oracle JDeveloper 11gR1 のインストール 
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環境準備 (2/4) 

• Demo Community Seed Application の実行 

右側のzipファイルをローカルに解凍してインストール 

インストール方法： 
http://otn.oracle.co.jp/obe/fmw/obpm/11g/r1/install/installing_obpm11g.

htm#t4 

 

• zipファイルにあるSQLスクリプトの実行 

• systemユーザーでcreateBPMSampleUser.sqlを実行 

BPMSampleユーザーを作成する 

• BPMSampleユーザーでログインしてcreateCustomerTable.sqlを実行 

BPMSampleユーザー・スキーマに「Customer」テーブルを作成する 

 

 

 

http://otn.oracle.co.jp/obe/fmw/obpm/11g/r1/install/installing_obpm11g.htm
http://otn.oracle.co.jp/obe/fmw/obpm/11g/r1/install/installing_obpm11g.htm
http://otn.oracle.co.jp/obe/fmw/obpm/11g/r1/install/installing_obpm11g.htm
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環境準備 (3/4) 

• データ・ソース「jdbc/bpmsample」の作成 

• WebLogic Server管理コンソールへログイン 

• 「サービス > データ・ソース > 新規 > 汎用データ・ソース」を選択 

• 以下のプロパティを設定してデータ・ソースを作成 

 

 

 

 

プロパティ 値 

名前 bpmsample 

JNDI名 jdbc/bpmsample 

データベースのタイプ Oracle 

データベース・ドライバ Oracle’s Driver (Thin XA) for Instance 

connections; Version 9.0.1 and later 

データベース名 orcl 環境に合わせて変更必要 

ホスト名/ポート soa11gps4/1521 環境に合わせて変更必要 

データベース・ユーザー名 BPMSample 

パスワード BPMSample 
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• DbAdapter – アウトバンド接続の作成 

• WebLogic Server管理コンソールへログイン 

• 「デプロイメント」を選択して、リストから「DbAdapter」を選択 

• 「構成 > アウトバウンド接続プール」を選択して「新規」をクリック 

• JNDI名として「eis/DB/BPMSample」を指定してアウトバウンド接続を作成 

• 「eis/DB/BPMSample」アウトバウンド接続をクリック 

• プロパティの「dataSourceName」に作成したデータソースのJNDI名         

「jdbc/bpmsample」を入力してエンター・キーを押し、「保存」をする 

• AdminServerを再起動 
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環境準備 (4/4) 

1 

2 

3 
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ExceptionHandlingアプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 
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プロセスのモデリング 

• プロセスの全体像 

メモ内容： 
Catch all system 

exceptions using 

boundary error event 

Binding Fault と Remote Fault： 
最も一般的な二つのシステム例外を
捕捉します。 

Insert Customer Record： 
データベース・アダプタ・サービス
を呼び出し、Customerテーブル
に顧客のレコードを挿入します。 

Receive Customer Details： 
プロセスの入り口であり、ここ
でCustomerのレコードを入力
します。 
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プロセスのモデリング  (1/22) 
 

• Oracle JDeveloper を開き、「新規アプリケーション」をクリック 

 

2 

1 
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プロセスのモデリング  (2/22) 

• アプリケーション名を入力し、「BPMアプリケーション」を選択し
て「次へ」をクリック 

2 

1 

アプリケーション名： 

ExceptionHandling 
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プロセスのモデリング  (3/22) 

• プロジェクト名を入力して「次へ」をクリック 

プロジェクト名： 

CatchSystemExceptions 
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プロセスのモデリング  (4/22) 

• 「次のものを使用するコンポジット BPMN Process」を選択し、
「終了」をクリック 

1 

2 
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プロセスのモデリング  (5/22) 

• BPMNプロセス名称を入力し、タイプとして「非同期サービス」を
選択して「終了」をクリック 

1 

2 

3 

名称： 

CatchSystemExceptions 
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プロセスのモデリング  (6/22) 

• 「End」 イベントを右クリックしてプロパティを開き、「実装タイプ」
を「なし」に変更して「OK」をクリック 

1 

2 

3 
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プロセスのモデリング  (7/22) 

• 「Start」 イベントの名前「Start」をダブルクリックし、名前を          

「Receive Customer Details」に変更 

• 「End」 イベントをクリックし、右側にドラッグしてデザイン・パネル
の右側にドロップ 
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プロセスのモデリング  (8/22) 

• 「アクティビティ > サービス」を選択 

• 「Receive Customer Details」と「End」イベントの間のシーケンス・
フロー上にドロップ 

 

注意： 

アクティビティを接続するため
には、 オブジェクトをドロップ

する時に遷移線が青くなって
いる必要があります。 
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プロセスのモデリング  (9/22) 

• 名前に「Insert Customer Record」を設定して、「OK」をクリック 
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プロセスのモデリング  (10/22) 

• 「対話型 > ユーザー・タスク」を選択し、「Insert Customer Details」
と「End」イベントの間のシーケンス・フロー上にドロップ 

 

1 

2 
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プロセスのモデリング  (11/22) 

• 表示されるプロパティの「名前」に「Customer Insert 

Success」を設定して、「OK」をクリック 

1 

2 
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プロセスのモデリング  (12/22) 

• 「ロールのプロパティ」が表示されるので、「新規」をクリックし、
「Admin」ロールを新規追加する 

1 

2 

3 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 22 

プロセスのモデリング  (13/22) 

• 「アーティファクト > テキスト注釈」を選択し、「Customer Insert 

Success」へのシーケンス・フローの上にドロップして説明を追加 

メモ内容： 
Happy path 

1 

2 
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プロセスのモデリング  (14/22) 

• 「捕捉 > 捕捉エラー」を選択し、サービス・タスク「Insert Customer 

Record」の上にドロップし、名前を入力して「OK」をクリック 

1 

名前： 
Catch System Exceptions 

2 

3 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 24 

プロセスのモデリング  (15/22) 

• 「実装」タブで、以下の手順で例外に「BindingFault」を指定 

1 

2 

3 

4 

5 

「システム・フォルトの
表示」をチェック 
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プロセスのモデリング  (16/22) 

• サービス・タスク「Insert Customer Record」の上に「捕捉エラー」
イベントを再度追加 

1 

名前： 
Remote Faults 

2 

3 
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プロセスのモデリング  (17/22) 

• 「実装」タブで、以下の手順で例外に「RemoteFault」を指定 

1 

2 

3 

4 

5 

「システム・フォルトの
表示」をチェック 
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プロセスのモデリング  (18/22) 

• 「Insert Customer Record」タスクのテキスト注釈を追加 

1 

2 

メモ内容： 
Catch all system 

exceptions using 

boundary error event 

2 
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プロセスのモデリング  (19/22) 

• 二つの種類のエラーを処理するユーザー・タスクを追加 

1 

2 

名前： 
Binding Fault Details 

名前： 
Remote Fault Details レーンの幅を

広く調整 
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プロセスのモデリング  (20/22) 

• 以下の「シーケンス・フロー」を追加 
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プロセスのモデリング  (21/22) 

• 「Insert Customer Record」タスクのテキスト注釈を追加 

メモ内容： 
Catch all system 

exceptions using 

boundary error event 

メモ内容： 
Exception Path for 

Binding Fault 

メモ内容： 
Exception Path for 

Remote Fault 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 31 

プロセスのモデリング  (22/22) 

• 「すべて保存」をし、「CatchSystemExceptions」タブ以外の
タブを閉じる 

1 
2 3 
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ExceptionHandlingアプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 

 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 34 

データ・オブジェクトの作成  (1/9) 

• ビジネス・オブジェクトの定義 

• BusinessData.CustomerType  

（Customer.xsdのCustomerエレメントに基づく） 

 

 

 

 

• プロセス・データ・オブジェクトの定義 

• customer   （BusinessData.CustomerTypeに基づく） 

• bindingFault   （String型） 

• remoteFault   （String型） 

注意： 
Customer.xsd ファイルは、「環境準備 (2/4)」
のスライドで指定した「sqlscrip.zip」ファイル
に含まれている 
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データ・オブジェクトの作成  (2/9) 

• 「ビジネス・カタログ」を右クリックし、「新規 > モジュール」を選択
し、「BusinessData」のモジュールを作成 

1 

2 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (3/9) 

• 「BusinessData」の配下に「CustomerType」のビジネス・オブ
ジェクトを作成 

1 

4 

2 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (4/9) 

• 環境準備で指定したsqlscript.zipファイルに含まれるスキーマ
「Customer.xsd 」を選択 

1 

2 

3 

4 
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データ・オブジェクトの作成  (5/9) 

• 外部スキーマを「プロジェクトにコピー」するように選択 

1 2 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (6/9) 

• 「Customer」を選択し、「CustomerType」ビジネス・オブジェクト
の作成を完了する 

2 

1 

3 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 40 

データ・オブジェクトの作成  (7/9) 

• 「CatchSystemExceptions」プロセスを選択し、左下に表示
される構造情報の「プロセス・データ・オブジェクト」を右クリック
し、「customer」のデータ・オブジェクトを新規作成 

1 

2 

3 

データ・オブジェクト 

customer BusinessData.CustomerType型 
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データ・オブジェクトの作成  (8/9) 

• 同様に、以下のデータ・オブジェクトを作成 

データ・オブジェクト 

bindingFault String型 

データ・オブジェクト 

remoteFault  String型 
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データ・オブジェクトの作成  (9/9) 

• 「すべて保存」をして「CustomerType」タブを閉じる 

1 
2 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 

 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 44 

各要素の実装 
Startイベントの実装  (1/5) 

• プロセス・エディタで、「Receive Customer Details」イベントを
右クリックし、プロパティを開く 
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各要素の実装 
Startイベントの実装  (2/5) 

• 「実装」タブを選択し、「引数の定義」の右側のプラス・アイコンを  ク
リック 

• 引数の名前に「customer」を設定し、タイプとして「コンポーネント」
の「BusinessData.CustomerType」を指定して、「OK」をクリック 

 

1 

2 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 46 

各要素の実装 
Startイベントの実装  (3/5) 

• 「操作名」に「receiveCustomer」を設定し、データ・アソシエー
ション・リンクをクリック 

2 

1 
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各要素の実装 
Startイベントの実装  (4/5) 

• 「出力」タブで、左の引数から「customer」をドラッグし、右側の
プロセスのデータ・オブジェクトの「customer」にドロップし、マッ
ピングを追加して、「OK」をクリック 
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各要素の実装 
Startイベントの実装  (5/5) 

• 「OK」をクリックし、「すべて保存」をして、 「Receive Customer 

Details」イベントの実装が完了 
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各要素の実装 
サービス・タスクの実装  (1/9) 

• コンポジット・エディタを使用して、「Insert Customer Record」 
サービス・タスクの実装を作成 

プロセス・エディタのツール・バー
にある「コンポジット・エディタ・アイ
コンをクリック 
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各要素の実装 
サービス・タスクの実装  (2/9) 

• データベース・アダプタ「InsertCustomer」を作成 

注意： 

「InsertCustomer」データベース・アダプタの
作成方法は、本ハンズオンの最後の補足情
報「[補足] データベース・アダプタの作成手
順 」を参照してください。 
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各要素の実装 
サービス・タスクの実装  (3/9) 

• 「ビジネス・カタログ」を右クリックし、「新規 > モジュール」を選択
し、「BusinessService」のモジュールを作成 

1 

2 

3 
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各要素の実装 
サービス・タスクの実装  (4/9) 

• 作成した「InsertCustomer」データベース・アダプタ・サービス
を「BusinessService」カタログに移動 

1 

2 

3 

4 

5 
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各要素の実装 
サービス・タスクの実装  (5/9) 

• 「CatchSystemExceptions」プロセスを選択し、左下に表示さ
れる構造情報の「会話」を右クリックし、サービス・コール会話
「customerInsert」を新規作成 

1 

2 

3 
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各要素の実装 
サービス・タスクの実装  (6/9) 

• プロセス・エディタで、「Insert Customer Record」サービス・
タスクを右クリックし、プロパティを開く 

• 「実装」の「会話」に会話「customerInsert」を指定し、「操作」に
「insert」を選択して、「データ・アソシエーション」をクリック 

1 

2 

3 

4 
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各要素の実装 
サービス・タスクの実装  (7/9) 

• 下図のように入力データ・アソシエーションをして「OK」をクリック 
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各要素の実装 
サービス・タスクの実装  (8/9) 

• 「OK」をクリックし、「Insert Customer Record」サービス・タスク
の実装が完了 
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各要素の実装 
サービス・タスクの実装  (9/9) 

• 「すべて保存」をして「composite.xml」タブを閉じる 

1 

2 
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各要素の実装 
エラー・イベントの実装  (1/4) 

• プロセス・エディタで、「Catch System Exceptions」イベントを
右クリックし、プロパティを開く 

• 「実装」の「データ・アソシエーション」をクリック 

1 

2 
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各要素の実装 
エラー・イベントの実装  (2/4) 

• 引数の「summary」からデータ・オブジェクトの「bindingFault」
までのデータ・アソシエーションを追加し、「OK」をクリック 

• プロパティ画面で「OK」をクリック 

1 

2 
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各要素の実装 
エラー・イベントの実装  (3/4) 

• プロセス・エディタで、「Catch Remote Exceptions」イベントを
右クリックし、プロパティを開く 

• 「実装」の「データ・アソシエーション」をクリック 

1 

2 
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各要素の実装 
エラー・イベントの実装  (4/4) 

• 引数の「summary」からデータ・オブジェクトの「remoteFault」
までのデータ・アソシエーションを追加し、「OK」をクリック 

• プロパティ画面で「OK」をクリックし、「すべて保存」をする 

1 

2 
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• プロセス・エディタで「Customer Insert Success」のユーザー・タ
スクを右クリックし、「プロパティ」を開く 

 

 

 

• 「実装」タブでヒューマン・タスクの右側のプラス・アイコンをクリック 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (1/13) 

1 

2 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (2/13) 

• 「実装」タブでタスクの「名前」、「タイトル」と「結果」を設定し、緑色
のプラス・アイコンでパラメータに「customer」データ・オブジェクト
をドラッグ・アンド・ドロップで追加し、「OK」をクリック 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

名前 CustomerInsertFYI 

タイトル Customer inserted successfully 

結果 OK 

パラメータ Customer (編集可能とする） 

1 

2 

3 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (3/13) 

• 「OK」をクリックし、「Customer Insert Success」ユーザー・タスク
の実装が完了 
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• プロセス・エディタで「Binding Fault Details」のユーザー・タスク
を右クリックし、「プロパティ」を開く 

 

 

 

 

• 「実装」タブでヒューマン・タスクの右側のプラス・アイコンをクリック 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (4/13) 

2 

1 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (5/13) 

• 「実装」タブでタスクの「名前」、「タイトル」と「結果」を設定し、緑色
のプラス・アイコンでパラメータに「customer」データ・オブジェクト
をドラッグ・アンド・ドロップで追加し、「OK」をクリック 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

名前 ManualCustomerInsert 

タイトル Manual Customer Insert 

結果 OK 

パラメータ Customer (編集可能とする） 

1 

2 

3 

4 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (6/13) 

• 「OK」をクリックし、「Binding Fault Details」ユーザー・タスクの
実装が完了 

• プロセス・エディタで「Binding Fault Details」を右クリックして   

「ヒューマン・タスクを開く」をクリック 

1 

2 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 68 

各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (7/13) 

• ヒューマン・タスク・エディタの左側の「データ」を選択し、「文字列
パラメータの追加」をおこなう 

 

 

 

 

 

パラメータ名： 

Summary 

1 
2 

3 

4 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (8/13) 

• 「フォームの作成 > タスク・フォームの自動生成」を選択し、タスク・
フォームを作成する 

 

 

 

 

プロジェクト名： 

CatchSystemExceptionUI 

1 

2 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (9/13) 

• 「すべて保存」をして「CatchSystemException」タブ以外のタブを
閉じる 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (10/13) 

• 「Binding Fault Details」ヒューマン・タスクをプロパティを開き、
「実装」タブの「データ・アソシエーション」をクリック 

 

 

 

入力データ・アソシエーション： 

データ・オブジェクト「bindingFault」から
引数の「summary」までのマッピングを
追加 

2 

3 

1 
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• プロセス・エディタで「Remote Fault Details」のユーザー・タスク
を右クリックし、「プロパティ」を開く 

 

 

 

• 「実装」タブでヒューマン・タスクの右側の虫眼鏡をクリックして、    

「ManualCustomerInsert」タスクを選択 

 

 

72 

各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (11/13) 

2 

1 
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• 「実装」タブの「データ・アソシエーション」をクリックして、入力デー
タ・アソシエーションを設定 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (12/13) 

入力データ・アソシエーション： 

データ・オブジェクト「remoteFault」から引数の
「summary」までのマッピングとデータ・オブジェクト
「customer」から引数の「customer」までのマッピングを
追加 

2 

3 

1 
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各要素の実装 
ユーザー・タスクの実装  (13/13) 

• 「すべて保存」をする 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (1/3) 

• BPMプロジェクト・ナビゲータから「組織」をダブル・クリック 

• 「組織」タブのロールの「Admin」を選択し、メンバー欄にタイプ
の「グループ」を指定して虫眼鏡をクリック 

 

1 

3 

2 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (2/3) 

• アプリケーション・サーバー接続「WLS_Remote」を選択し、
レルムに「jazn.com」が表示されたら、検索アイコンをクリック
して、「jcooper」を選択 

1 

3 

2 

4 

注意： 

アプリケーション・サーバー接続「WLS_Remote」
の作成方法は、本ハンズオンの最後の補足情報
「[補足]アプリケーション・サーバ接続の作成 」を
参照してください。 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (3/3) 

• 「すべて保存」をし、「組織」タブを閉じる 

1 

2 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 
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プロジェクトのデプロイ  (1/8) 

• 「アプリケーション・ナビゲータ」で、プロジェクト                 

「CatchSystemExceptions」を右クリックし、「デプロイ > 

CatchSystemExceptions」を選択 
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プロジェクトのデプロイ  (2/8) 

• 「アプリケーション・サーバーにデプロイ」を選択して「次へ」を
クリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (3/8) 

• 「同じビジョンIDで既存のコンポジットを上書きします。」をチェック
して「次へ」をクリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (4/8) 

• プロジェクトのチェックボックスをチェックし、「既存のアプリケー
ションを上書き」をチェックして、「OK」をクリック 

1 

3 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (5/8) 

• 「WLS_Remote」を選択して、「次へ」をクリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (6/8)  
 

• 検出されたSOAサーバーを選択されたまま、「次へ」をクリック 
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プロジェクトのデプロイ  (7/8)  
 

• 「終了」をクリックし、デプロイを開始する 
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プロジェクトのデプロイ  (8/8)  
 

• デプロイ完了した後のログは、以下となる 
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ExceptionsHandling アプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 
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プロセスのテスト 

• 以下のテストをおこなう 

手順 ユーザー 処理 テストするタスク 

1 weblogic EMで顧客情報を登録 Receive Customer Details 

2 BPMSample Customerテーブル確認 Insert Customer Record 

3 jcooper 顧客情報を確認 Customer Insert Success 

Happy pathを確認するケース 

手順 ユーザー 処理 テストするタスク 

1 weblogic EMで同じ顧客情報を登録 Receive Customer Details 

2 weblogic EMでエラー・メッセージを確認 Insert Customer Record 

2 jcooper 顧客情報とエラー情報を確認 Binding Fault Details 

Binding Faultを確認するケース 
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プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (1/6) 

• 「weblogic」ユーザーでEMにログインし、左側のパネルから「SOA 

> soa-infra > default > CatchSystemException」を選択し、右
側の「テスト」をクリック 

2 

1 
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プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (2/6) 

• 引数の入力を行う 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

CustomerID A123 

CustomerName Acme 

Industry Healthcare 

ContactName Vincent Shi 

Title Clerk 

PhoneNumber 123-4567-8901 

EmailAddress vincent.shi@acme.com 

Street street123 

City city123 

State state123 

Zip zip123 

Country country123 
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• 引数の入力が完了したら、ページ上部の「Webサービスのテスト」
をクリックして、リクエストを作成 

 

 

 

• フロー・トレースを起動 

92 

プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (3/6) 

1 

2 

エラー・メッセージなし 
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プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (4/6) 

• 登録したデータが「Customer」テーブルにインサートされたことを
確認 

SQL文： 

select * from customer; 
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プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (5/6) 

• 「Admin」グループの「jcooper」ユーザーでBPM Workspaceに
ログインし、アクションの「OK」をクリックしてアサインされたタス
クを処理する 

1 

3 

2 
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プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (6/6) 

• 再度「フローのトレース」ページで、プロセスの状態が完了である
ことを確認 
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プロセスのテスト 
Binding Faultを確認するケース  (1/5) 

• 「weblogic」ユーザーでEMにログインし、左側のパネルから「SOA 

> soa-infra > default > CatchSystemException」を選択し、右
側の「テスト」をクリック 

2 

1 
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プロセスのテスト 
Binding Faultを確認するケース  (2/5) 

• 重複レコードのインサート・エラーを起こすため、引数に前のケース
と同じ値を入力  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

CustomerID A123 

CustomerName Acme 

Industry Healthcare 

ContactName Vincent Shi 

Title Clerk 

PhoneNumber 123-4567-8901 

EmailAddress vincent.shi@acme.com 

Street street123 

City city123 

State state123 

Zip zip123 

Country country123 
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• 引数の入力が完了したら、ページ上部の「Webサービスのテスト」
をクリックして、リクエストを作成 

 

 

 

• フロー・トレースを起動 

98 

プロセスのテスト 
Binding Faultを確認するケース  (3/5) 

1 

2 

一意制約エラー・メッセージ
のBinding Faultが発生 
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プロセスのテスト 
Binding Faultを確認するケース  (4/5) 

• 「Admin」グループの「jcooper」ユーザーでBPM Workspaceに
ログインし、エラー・メッセージを確認して、アクションの「OK」を
クリック 

3 

2 

1 
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プロセスのテスト 
Binding Faultを確認するケース  (5/5) 

• 再度、「フローのトレース」ページで、プロセスの状態を確認 
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ExceptionHandlingアプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセスの全体像 

CustomerReviewProcessプロセス： 
同期サービス・プロセスであり、
「ProcessCustomer」プロセスのサー
ビス・タスクから呼び出されます。 

Customer not valid fault： 
お客様の情報の「industry」が「New」である場合、
「Customer not valid fault」になります。このビジ
ネス例外は、呼び出し元の「ProcessCustomer」
プロセスで捕捉されます。 
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プロセスのモデリング  
ProcessCustomerプロセスの全体像 

Validate Customer： 
同期サービス・プロセス
「CustomerReviewProcess」を呼び出し、
顧客の検証を行います。 

検証時に発生する「Customer not valid 

fault」イベントが境界イベントより捕捉さ
れます。 

Receive Customer Details： 
プロセスの入り口となり、ここで
Customerのレコードを入力し
ます。 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 104 

プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (1/13) 
 • 「アプリケーション・ナビゲータ」の空白部分で右クリックをし、
「新規」をクリック 

 

1 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (2/13) 

• カテゴリにて「一般 > プロジェクト」を選択し、「BPMプロジェクト」
を選択して「次へ」をクリック 

3 

1 

2 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (3/13) 

• プロジェクト名を入力して「次へ」をクリック 

プロジェクト名： 

CatchBusinessExceptions 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (4/13) 

• 「次のものを使用するコンポジット BPMN Process」を選択し、
「終了」をクリック 

1 

2 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 108 

プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (5/13) 

• BPMNプロセスの名前を入力し、タイプとして「同期サービス」を
選択して「終了」をクリック 

1 

2 

3 

プロジェクト名： 

CustomerReviewProcess 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (6/13) 

• 「End」イベントをクリックし、右側にドラッグしてデザイン・パネル
の右側にドロップ 

• 「Start」と「End」イベントの名前を、それぞれ「customer 

validate request」、「Customer valid」に変更 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (7/13) 

• 「スロー > End メッセージ」を選択 

• プロセスにドロップして、名前として「Customer not valid 

fault 」を入力 

2 

3 

レーンの幅を
広く調整 

1 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (8/13) 

• 「ゲートウェイ > 排他」を選択 

• 「customer validate request」と「Customer valid」イベント
の間のシーケンス・フロー上にドロップし、名前として              

「Customer valid」を入力 

 

注意： 

アクティビティを接続するために
は、 オブジェクトをドロップする時
に遷移線が 青くなっている必要
があります。 
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• 「アーティファクト > シーケンス・フロー」を選択 

• 「Customer valid」ゲートウェイから「Customer not valid fault」
までの条件シーケンス・フロー「Customer not valid」を追加 

• 「Customer valid」ゲートウェイから「Customer valid」までのシーケ
ンス・フローは、名前として「Customer valid」を入力 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (9/13) 

条件シーケンス・フロー： 

シーケンス・フローのプロパティを
開き、「プロパティ」タブの「タイプ」
で「条件」を選択 
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• 以下の手順で「Customer not valid fault」イベントで発生する          

「CustomerNotValid」ビジネス例外を定義 

• 「ビジネス・カタログ」を右クリックし、「新規 > モジュール」を選択 

• 作成したモジュールを右クリックし、「新規 > ビジネス例外」を選択 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (10/13) 

モジュール： 
BusinessExceptions 

2 

3 

1 

4 

5 

6 モジュール： 
CustomerNotValid 
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• プロセス・エディタで「Customer not valid fault」イベントを右
クリックし、「プロパティ」を開く 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (11/13) 

2 

3 

1 

4 

5 

6 
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• 「アーティファクト > テキスト注釈」を選択し、以下の三つの注釈を
追加 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (12/13) 

メモ内容： 
This is a synchronous receive-reply BPMN process that throws a message 

fault when the incoming customer data has "industry" attribute = "New" 

メモ内容： 
Response sent back 

メモ内容： 
Message fault thrown when 

the process ends in an 

Error End Event with 

Business Exception 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (13/13) 

• 「すべて保存」をし、「CustomerReviewProcess」タブ以外のタブ
を閉じる 
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プロセスのモデリング  
ProcessCustomerプロセス (1/9) 

• 「BPMプロジェクト・ナビゲータ」で、
プロジェクト                                  

「CatchBusinessExceptions」配
下の「プロセス」を右クリックし、「新
規 > プロセス」を選択 

 

• BPMNプロセスの名前を入力し、タ
イプとして「非同期サービス」を選
択して「終了」をクリック 

 

名前： 
ProcessCustomer 

2 

3 

1 

4 
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プロセスのモデリング  
ProcessCustomerプロセス (2/9) 

• 「End」イベントをクリックし、右側にドラッグしてデザイン・パネル
の右側にドロップ 

• 「End」イベントのプロパティの「実装タイプ」として「なし」を選択 

• 「Start」と「End」イベントの名前を、それぞれ「Receive 

Customer Details」、「CustomerApproved」に変更 
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プロセスのモデリング  
ProcessCustomerプロセス (3/9) 

• 「スロー > End なし」を選択 

• プロセス・エディタにドロップして、名前として「Customer 

Rejected 」を入力 

2 

3 

レーンの幅を
広く調整 

1 
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プロセスのモデリング  
ProcessCustomerプロセス (4/9) 

• 「アクティビティ > サービス」を選択 

• 「Receive Customer Details」と「CustomerApproved」 
イベントの間のシーケンス・フロー上にドロップし、名前として 

「Validate Customer」を入力 

 

注意： 
アクティビティを接続するためには、 オブ
ジェクトをドロップする時に遷移線が 青く
なっている必要があります。 
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プロセスのモデリング  
ProcessCustomerプロセス (5/9) 

• 「捕捉 > 捕捉エラー」を選択し、サービス・タスク「Validate 

Customer」の上にドロップし、名前を入力して「OK」をクリック 

1 2 

3 

名前： 
catch Fault 

4 
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プロセスのモデリング  
ProcessCustomerプロセス (6/9) 

• 「実装」タブで、「例外」に作成した「CustomerNotValid」を指定 

1 

2 

3 

4 
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プロセスのモデリング  
ProcessCustomerプロセス (7/9) 

• 「Validate Customer」サービス・タスクから「Customer 

Rejected」イベントまでの「シーケンス・フロー」を追加 
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• 「アーティファクト > テキスト注釈」を選択し、以下の三つの注釈を
追加 
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プロセスのモデリング  
ProcessCustomerプロセス (8/9) 

メモ内容：  
Validate Customer invokes Customer 

Review Process 

メモ内容： 
Fault thrown when invoking 

"CustomerReviewProcess" 

caught by Boundary (Catch) 

Error Event 
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プロセスのモデリング  
ProcessCustomerプロセス (9/9) 

• 「すべて保存」をする 
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ExceptionHandlingアプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• プロセスのデプロイ 
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データ・オブジェクトの作成  (1/9) 

• ビジネス・オブジェクトの定義 

• BusinessData.CustomerType  

（Customer.xsdのCustomerエレメントに基づく） 

 

 

 

 

• プロセス・データ・オブジェクトの定義 （CustomerReviewProcess） 
• customer   （BusinessData.CustomerTypeに基づく） 

 

• プロセス・データ・オブジェクトの定義 （ProcessCustomer） 
• customer   （BusinessData.CustomerTypeに基づく） 

 

 

注意： 
Customer.xsd ファイルは、「環境準備 (2/4)」
のスライドで指定した「sqlscrip.zip」ファイル
に含まれている 
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データ・オブジェクトの作成  (2/9) 

• 「ビジネス・カタログ」を右クリックし、「新規 > モジュール」を選択
し、「BusinessData」のモジュールを作成 

1 

2 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (3/9) 

• 「BusinessData」の配下に「CustomerType」のビジネス・オブ
ジェクトを作成 

1 

4 

2 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (4/9) 

• 環境準備で指定したsqlscript.zipファイルに含まれるスキーマ
「 Customer.xsd 」を選択 

1 

2 

3 

4 
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データ・オブジェクトの作成  (5/9) 

• 外部スキーマを「プロジェクトにコピー」するように選択 

1 2 

3 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 133 

データ・オブジェクトの作成  (6/9) 

• 「Customer」を選択し、「CustomerType」ビジネス・オブジェクト
の作成を完了する 

2 

1 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (7/9) 

• 「CustomerReviewProcess」プロセスを選択し、左下に表示さ
れる構造情報の「プロセス・データ・オブジェクト」を右クリックし、
「customer」データ・オブジェクトを新規作成 

1 

3 

データ・オブジェクト 

customer BusinessData.CustomerType型 
2 
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データ・オブジェクトの作成  (8/9) 

• 「ProcessCustomer」プロセスを選択し、左下に表示される
構造情報の「プロセス・データ・オブジェクト」を右クリックし、 

「customer」データ・オブジェクトを新規作成 

1 

3 

データ・オブジェクト 

customer BusinessData.CustomerType型 
2 
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データ・オブジェクトの作成  (9/9) 

• 「すべて保存」をして「CustomerType」タブを閉じる 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• プロセスのデプロイ 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (1/6) 

• プロセス・エディタで、「customer validate request」イベントを
右クリックし、プロパティを開く 

• 「実装」タブで、引数「customer」を追加して、「データ・アソシエ
ーション」をクリック 

 
1 

2 

3 

引数： 

customer BusinessData.CustomerType型 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (2/6) 

• 「出力」タブで、左側の引数から「customer」をドラッグし、右側の
プロセスのデータ・オブジェクトの「customer」にドロップし、マッピ
ングを追加して、「OK」をクリック 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (3/6) 

• 「OK」をクリックして、「すべて保存」をクリックし、 「customer 

validate request」イベントの実装が完了 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (4/6) 

• プロセス・エディタで、「Customer not valid」シーケンス・フロー
を右クリックし、プロパティを開く 

• 「プロパティ」タブで、単純な式「customer.industry == "New"」
を入力して「OK」をクリック 

 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

• 「アーティファクト > テキスト注釈」を選択し、以下の注釈を追加 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (5/6) 

メモ内容： 
Customer not valid when 

Customer.industry=="New" 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (6/6) 

• 「すべて保存」をする 
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各要素の実装 
ProcessCustomerプロセス  (1/7) 

• プロセス・エディタで、「Receive Customer Details」イベントを
右クリックし、プロパティを開く 

• 「実装」タブで、引数「customer」を追加し、「操作名」に 

「 receiveCustomer 」を入力して「データ・アソシエーション」を
クリック 

 
1 

2 

4 

3 

引数： 

customer BusinessData.CustomerType型 
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各要素の実装 
ProcessCustomerプロセス  (2/7) 

• 「出力」タブで、左側の引数から「customer」をドラッグし、右側の
プロセスのデータ・オブジェクトの「customer」にドロップし、マッピ
ングを追加して、「OK」をクリック 
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各要素の実装 
ProcessCustomerプロセス  (3/7) 

• 「OK」をクリックして、「すべて保存」をクリックし、 「customer 

validate request」イベントの実装が完了 
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各要素の実装 
ProcessCustomerプロセス  (4/7) 

• BPMプロジェクト・ナビゲータで「ProcessCustomer」プロセスを
選択し、「構造」タブで「会話」を右クリックして会話を新規作成 

1 

2 

3 

4 

5 

コールするプロセス： 
CustomerReviewProcess 
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各要素の実装 
ProcessCustomerプロセス  (5/7) 

• プロセス・エディタで、「Valid Customer」サービス・タスクを右ク
リックし、プロパティを開く 

• 「実装」タブで、作成した会話「conversation」を選択し、 

「ターゲット・ノード」に「customer validate request」を選択して 

「データ・アソシエーション」をクリック 

 
1 

2 

3 

4 

会話： 
作成した会話
「conversation」
を選択 
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各要素の実装 
ProcessCustomerプロセス  (6/7) 

• 「入力」タブで、左側のプロセスのデータ・オブジェクトから 

「customer」をドラッグし、右側の引数の「customer」にドロップし
てマッピングを追加して、二回「OK」をクリック 
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各要素の実装 
ProcessCustomerプロセス  (7/7) 

• 「すべて保存」をクリックし、 プロセスの実装が完了 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• プロセスのデプロイ 
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プロジェクトのデプロイ  (1/7) 
 

• 「アプリケーション・ナビゲータ」で、プロジェクト                       

「CatchBusinessExceptions」を右クリックし、「デプロイ > 

CatchBusinessExceptions」を選択 
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プロジェクトのデプロイ  (2/7)  
 

• 「アプリケーション・サーバーにデプロイ」を選択して「次へ」を
クリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (3/7)  
 

• 「同じビジョンIDで既存のコンポジットを上書きします。」を
チェックして「次へ」をクリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (4/7)  
 

• 「WLS_Remote」を選択して、「次へ」をクリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (5/7) 
 

• 検出されたSOAサーバーを選択されたまま「次へ」をクリック 
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プロジェクトのデプロイ  (6/7) 
 

• 「終了」をクリックし、デプロイを開始する 
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プロジェクトのデプロイ  (7/7) 
 

• デプロイ完了した後のログは、以下となる 
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ExceptionsHandling アプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 
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プロセスのテスト 

• 以下のテストをおこなう 

手順 ユーザー 処理 テストするタスク 

1 weblogic EMで顧客情報を登録 

Industry = “Healthcare” 

Receive Customer Details 

Customer Valid のケース 

手順 ユーザー 処理 テストするタスク 

1 weblogic EMで顧客情報を登録 

Industry = “New” 

Receive Customer Details 

Customer Not Valid のケース 
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プロセスのテスト 
Customer Valid のケース  (1/4) 

• weblogicユーザーでEMにログインし、左側のパネルから「SOA > 

soa-infra > default > CatchBusinessException」を選択し、
右側の「テスト > ProcessCustomer.service」をクリック 

2 
1 
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プロセスのテスト 
Customer Valid のケース  (2/4) 

• 引数の入力を行う 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

CustomerID A123 

CustomerName Acme 

Industry Healthcare 

ContactName Vincent Shi 

Title Clerk 

PhoneNumber 123-4567-8901 

EmailAddress vincent.shi@acme.com 

Street street123 

City city123 

State state123 

Zip zip123 

Country country123 
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• 引数の入力が完了したら、ページ上部の「Webサービスのテスト」
をクリックして、リクエストを作成 

 

 

 

• フロー・トレースを起動 
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プロセスのテスト 
Customer Valid のケース  (3/4) 

1 

2 
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プロセスのテスト 
Customer Valid のケース  (4/4) 

• 「フローのトレース」ページで、プロセスの状態が完了であるこ
とを確認し、「ProcessCustomer」リンクをクリックしてプロセス
の実行フローを確認 
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プロセスのテスト 
Customer Not Valid のケース  (1/4) 

• 「weblogic」ユーザーでEMにログインし、左側のパネルから        

「SOA > soa-infra > default > CatchBusinessException」を
選択し、右側の「テスト > ProcessCustomer.service」をクリック 

2 
1 
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プロセスのテスト 
Customer Not Valid のケース  (2/4) 

• 「Customer not valid」ビジネス例外を発生させるため、引数 

「Industry」に「New」を設定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

CustomerID A123 

CustomerName Acme 

Industry New 

ContactName Vincent Shi 

Title Clerk 

PhoneNumber 123-4567-8901 

EmailAddress vincent.shi@acme.com 

Street street123 

City city123 

State state123 

Zip zip123 

Country country123 
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• 引数の入力が完了したら、ページ上部の「Webサービスのテスト」
をクリックして、リクエストを作成 

 

 

 

• フロー・トレースを起動 

167 

プロセスのテスト 
Customer Not Valid のケース  (3/4) 

1 

2 
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プロセスのテスト 
Customer Not Valid のケース  (4/4) 

• 「フローのトレース」ページで、ビジネス例外が発生したことを
確認し、「ProcessCustomer」リンクをクリックしてプロセスの
実行フローを確認 
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ExceptionHandlingアプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 
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プロセスのモデリング 
全体像 

サブプロセス内で発生する
ビジネス例外「Reject 
Error」を、サブプロセスの
境界イベントで捕捉します。 

サブプロセス内のタスクの
処理期限が失効したら、
境界イベントで捕捉します。 
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プロセスのモデリング  (1/27) 

• 「アプリケーション・ナビゲータ」の空白部分で右クリックをし、
「新規」をクリック 

1 
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プロセスのモデリング  (2/27) 

• カテゴリで「一般 > プロジェクト」を選択し、「BPMプロジェクト」を
選択して「次へ」をクリック 

3 

1 

2 
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プロセスのモデリング  (3/27) 

• プロジェクト名を入力して「次へ」をクリック 

プロジェクト名： 

CatchSubprocessExceptions 
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プロセスのモデリング  (4/27) 

• 「次のものを使用するコンポジット BPMN Process」を選択し、
「終了」をクリック 

1 

2 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 175 

プロセスのモデリング  (5/27) 

• BPMNプロセスの名前を入力し、タイプとして「非同期サービス」
を選択して「終了」をクリック 

1 

2 

3 

プロジェクト名： 

HandlingSubprocessExceptions 
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プロセスのモデリング  (6/27) 

• 「End」イベントをクリックし、右側にドラッグしてデザイン・パネルの
右側にドロップ 

• 「End」イベントのプロパティの「実装タイプ」として「なし」を選択 

• 「Start」と「End」イベントの名前を、それぞれ「Receive Quote」、
「Quote Fulfilled」に変更 
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プロセスのモデリング  (7/27) 

• 「アクティビティ > サブプロセス」を選択し、 「Receive Quote」と 

「Quote Fulfilled」イベントの間のシーケンス・フロー上にドロップ 

• 追加したサブプロセスを右クリックし、プロパティを開き、サブプロ
セスの名前として「Approve Quote」を設定 

Approve Quote サブプロセスでは： 
ビジネス・プラクティスなどの承認タスクを行う。 
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プロセスのモデリング  (8/27) 

• 「対話型 > ユーザー」を選択し、 サブプロセスと「Quote Fulfilled」
イベントの間のシーケンス・フロー上にドロップ 

• 表示されるプロパティで、名前として「Fulfill Quote」を設定 

1 

2 

3 

4 
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プロセスのモデリング  (9/27) 

• 「ロールのプロパティ」が表示されるので、「新規」をクリックし、
「Approvers」ロールを新規追加する 

1 

2 

3 
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プロセスのモデリング  (10/27) 

• 「対話型 > ユーザー」を選択し、「Notify Customer of Reject」
のユーザー・タスクを追加 

1 

2 

3 

4 
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プロセスのモデリング  (11/27) 

• 「スロー > Endなし」を選択し、「Quote Rejected」のイベントを
追加 

1 

3 

4 

2 
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プロセスのモデリング  (12/27) 

• 「捕捉 > 捕捉エラー」を選択し、サブプロセスの上にドロップし、
名前を入力して「OK」をクリック 

1 

3 

4 

名前： 
Quote rejected 

2 
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プロセスのモデリング  (13/27) 

• 「捕捉 > 捕捉タイマー」を選択し、サブプロセスの上にドロップして
名前を入力し、「実装」タブで「イベントの中断中」をチェックして 

「OK」をクリック 

1 

3 

名前： 
Timeout = 5 mins 

4 

5 

1 

2 
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プロセスのモデリング  (14/27) 

• 以下の三つの「シーケンス・フロー」を追加 
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プロセスのモデリング  (15/27) 

• ロール「Approvers」のレーンの下の空白の所で右クリックし、 

「ロールの追加」を選択してロール「Contracts」を追加 

3 
4 

5 

2 

1 
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プロセスのモデリング  (16/27) 

• サブプロセスのモデリングのため、下図のように各要素の位置
とサイズを調整 
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プロセスのモデリング  (17/27) 

• サブプロセスの中に三つのユーザー・タスクを追加 

名前： 
Business Practices 

review 

名前： 
Approve Quote Deal 

名前： 
Approve Terms 

 

注意： 
ロール「contracts」のレーンにドロップ 
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プロセスのモデリング  (18/27) 

• ゲートウェイを追加するため、下図の二つのシーケンス・フローを
削除 

 

 

 

• 「ゲートウェイ > 排他」より、下図の二つの排他ゲートウェイを追加 

 

名前： 
Business Practices 

Outcome ? 

名前： 
Approvals Outcome ? 
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プロセスのモデリング  (19/27) 

• 「ゲートウェイ > パラレル」より、下図のパラレル・ゲートウェイを
追加し、デフォルトで接続されているシーケンス・フローを削除 

 

名前： 
Approvals 

名前： 
Approvals end 
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プロセスのモデリング  (20/27) 

• 却下された場合にエラーを発生させるため、 「スロー > End 

エラー」より、「Reject error」イベントを追加 

 

名前： 
Reject error 
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• 以下の「シーケンス・フロー」を追加 

191 

プロセスのモデリング  (21/27) 
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• 下図のように排他ゲートウェイのシーケンス・フローの名前を設定 

• 「business practices reject」と「Terms or Deal Rejected」の
シーケンス・フローの「タイプ」に「条件」を選択 

192 

プロセスのモデリング  (22/27) 

名前： 
business practices reject 

 

タイプの設定： 
シーケンス・フローのプロパティを
開き、「プロパティ」タブの「タイプ」
に「条件」を選択 

名前： 
Business Practices approved 

名前： 
approved 

名前： 
Terms or Deal Rejected 

 

タイプに「条件」を選択 
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プロセスのモデリング  (23/27) 

• 「Notify Customer of Reject」ユーザー・タスクを下の空白に
ドラッグ・アンド・ドロップ 
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プロセスのモデリング  (24/27) 

• 「ロールのプロパティ」ダイアログが表示されるので、ロール
「Customer」を追加 

3 
4 

5 

2 
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プロセスのモデリング  (25/27) 

• 同様に、「Quote Rejected」イベントも「Customer」レーンに移動
し、捕捉タイマーと捕捉エラー・イベントの位置も調整する 

「Notify Customer of Reject」
タスクは、「却下されたこと」を
顧客に連絡するためのタスク
です。 
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プロセスのモデリング  (26/27) 

• 同様に、「Fulfill Quote」ユーザータスクを「Customer」レーンの
下の空白にドラッグ・アンド・ドロップし、表示される 

「ロールのプロパティ」ダイアログでロール「Clerk」を追加 

• 「Quote Fulfilled」イベントを「Clerk」レーンに移動する 
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プロセスのモデリング  (27/27) 

• 「すべて保存」をして、「HandlingSubprocessExceptions」タブ
以外のタブを閉じる 
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ExceptionHandlingアプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 
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データ・オブジェクトの作成  (1/9) 

• ビジネス・オブジェクトの定義 

• BusinessData.Quote  

（Quote.xsdのQuoteRequestエレメントに基づく） 

 

 

 

 

• プロセス・データ・オブジェクトの定義 

• quote    （BusinessData.Quoteに基づく） 

• businessPracticesOutcome  （String型） 

• approveDealOutcome   （String型） 

• approveTermsOutcome  （String型） 

 

注意： 
Customer.xsd ファイルは、「環境準備 (2/4)」
のスライドで指定した「sqlscrip.zip」ファイル
に含まれている 
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データ・オブジェクトの作成  (2/9) 

• 「BPMプロジェクト・ナビゲータ」で、「ビジネス・カタログ」を右ク
リックし、「新規 > モジュール」を選択し、「BusinessData」の
モジュールを作成 

1 

2 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (3/9) 

• 「BusinessData」の配下に「Quote」のビジネス・オブジェクトを
作成 

1 

4 

2 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (4/9) 

• 環境準備で指定したsqlscript.zipファイルに含まれるスキーマ
「Quote.xsd 」ファイルを選択 

1 

2 

3 

4 
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データ・オブジェクトの作成  (5/9) 

• 外部スキーマを「プロジェクトにコピー」するように選択 

1 2 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (6/9) 

• 「QuoteRequest」エレメントを選択し、「OK」を二回クリックして、 

「Quote」ビジネス・オブジェクトの作成が完了 

2 

1 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (7/9) 

• 「CatchSystemExceptions」プロセスを選択し、左下に表示され
る構造情報の「プロセス・データ・オブジェクト」を右クリックし、           

「customer」のデータ・オブジェクトを新規作成 

1 

2 

3 

データ・オブジェクト 

quote BusinessData.Quote型 
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データ・オブジェクトの作成  (8/9) 

• 同様に、以下の三つの文字列タイプのデータ・オブジェクトを作成 

名前： 

businessPracticesOutcome 

名前： 

approveDealOutcome 

名前： 

approveTermsOutcome 
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データ・オブジェクトの作成  (9/9) 

• 「すべて保存」をして、「Quote」タブを閉じる 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 
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各要素の実装 
Startイベントの実装  (1/3) 

• プロセス・エディタで、「Receive Quote」イベントを右クリックし、
プロパティを開く 

• 「実装」タブで引数「quote」を追加し、「データ・アソシエーション」
をクリック 

2 

1 

3 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 211 

各要素の実装 
Startイベントの実装  (2/3) 

• 「出力」タブで、左の引数から「quote」をドラッグし、右側のプロセス
のデータ・オブジェクトの「quote」にドロップし、マッピングを追加し
て、「OK」をクリック 
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各要素の実装 
Startイベントの実装  (3/3) 

• 「操作名」に「receiveQuote」を入力し、「OK」をクリック 

• 「すべて保存」をし、 「Receive Quote」イベントの実装が完了 

2 

1 
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• 以下の手順でサブプロセスで発生する 「RejectQuoteException」 
ビジネス例外を定義 

• 「ビジネス・カタログ」を右クリックし、「新規 > モジュール」を選択 

• 作成したモジュールを右クリックし、「新規 > ビジネス例外」を選択 
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各要素の実装 
スローと捕捉イベントの実装  (1/5) 

モジュール： 
BusinessExceptions 

2 

3 1 

4 

5 

6 モジュール： 
RejectQuoteException 
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• 「RejectQuoteException」ビジネス例外の属性「errorInfo」の
「タイプ」として、「BusinessData.Quote」を選択 

• 保存をし、「RejectQuoteException」タブを閉じる 
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各要素の実装 
スローと捕捉イベントの実装  (2/5) 
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• サブプロセスの右下の「Reject error」イベントを右クリックして 

「プロパティ」を開き、「実装」タブで「例外」で                             

「RejectQuoteException」ビジネス例外を選択 
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各要素の実装 
スローと捕捉イベントの実装  (3/5) 

2 

1 

3 
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• サブプロセスにアタッチされた「Quote rejected」捕捉エラー・
イベントを右クリックして「プロパティ」を開き、「実装」タブで「例
外」に「RejectQuoteException」ビジネス例外を選択 
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各要素の実装 
スローと捕捉イベントの実装  (4/5) 

2 

1 

3 
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• サブプロセスにアタッチされた「Timeout = 5 mins」捕捉タイマー・
イベントを右クリックして「プロパティ」を開き、「実装」タブで「例外」
に「RejectQuoteException」ビジネス例外を選択 
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各要素の実装 
スローと捕捉イベントの実装  (5/5) 

1 

モジュール： 
0 月 0 日 0:5:0 
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• プロセス・エディタで「Business Practices review」ユーザー・   
タスクをダブル・クリックし、「プロパティ」を開く 

 

 

 

• 「実装」タブでヒューマン・タスクの右側のプラス・アイコンをクリック 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (1/18) 

2 

1 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (2/18) 

• 「実装」タブでタスクの「名前」、「タイトル」を設定 

• 緑色のプラス・アイコンでパラメータに「quote」のデータ・オブジェク
トをドラッグ・アンド・ドロップで追加し、結果ターゲットに 

「 businessPracticesOutcome」を設定し、「OK」をクリック 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

名前 BusinessPracticesReview 

タイトル Business Practices Review 

パラメータ QuoteRequest(編集可能とする） 

結果ターゲット businessPracticesOutcome 

1 

2 

3 

4 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (3/18) 

• 「OK」をクリックし、「Business Practices review」ユーザー・
タスクの実装が完了 
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• プロセス・エディタで「Approve Quote Deal」ユーザー・タスクを  

ダブル・クリックし、「プロパティ」を開く 

 

 

 

• 「実装」タブでヒューマン・タスクの右側のプラス・アイコンをクリック 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (4/18) 

2 

1 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (5/18) 

• 「実装」タブでタスクの「名前」、「タイトル」を設定 

• 緑色のプラス・アイコンでパラメータに「quote」のデータ・オブジェク
トをドラッグ・アンド・ドロップで追加し、結果ターゲットに 

「approveDealOutcome」を設定し、「OK」をクリック 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

名前 ApproveDeal 

タイトル Approve Deal 

パラメータ QuoteRequest(編集可能とする） 

結果ターゲット approveDealOutcome 

1 

2 

3 

4 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (6/18) 

• 「OK」をクリック 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (7/18) 

• 以下の手順で、「ApproveDeal」ヒューマン・タスクの参加者タイプ
を編集 

1 

2 

3 

4 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (8/18) 

• 下図のように設定をおこない、「参加者除外リスト」をクリック 

1 

2 

3 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (9/18) 

• 「参加者除外リスト」に「前のレーン参加者」を選択し、「OK」を 

二回クリックして、参加者タイプの編集が完了し、 

「Approve Quote Deal」ユーザー・タスクの実装が完了 

1 

2 
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• プロセス・エディタで「Approve Terms」ユーザー・タスクを 

ダブル・クリックし、「プロパティ」を開く 

 

 

 

• 「実装」タブでヒューマン・タスクの右側のプラス・アイコンをクリック 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (10/18) 

2 

1 
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• 「実装」タブでタスクの「名前」、「タイトル」を設定 

• 緑色のプラス・アイコンでパラメータに「quote」のデータ・オブジェク
トをドラッグ・アンド・ドロップで追加し、結果ターゲットに 

「approveTermsOutcome」を設定し、「OK」をクリック 

228 

各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (11/18) 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

名前 ApproveTerms 

タイトル Approve Terms 

パラメータ QuoteRequest(編集可能とする） 

結果ターゲット approveTermsOutcome 

1 

2 

3 

4 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (12/18) 

• 「OK」をクリックし、 「Approve Terms」ユーザー・タスクの実装が
完了 
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• プロセス・エディタで「Notify Customer of Reject」ユーザー・タ
スクをダブル・クリックし、「プロパティ」を開く 

 

 

 

• 「実装」タブでヒューマン・タスクの右側のプラス・アイコンをクリック 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (13/18) 

2 

1 
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• 「実装」タブでタスクの「名前」、「タイトル」と「結果」を設定 

• 緑色のプラス・アイコンでパラメータに「quote」のデータ・オブジェク
トをドラッグ・アンド・ドロップで追加し、「OK」をクリック 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (14/18) 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

名前 NotifyCustomer 

タイトル Notify Customer 

結果 OK 

パラメータ QuoteRequest(編集可能とする） 

1 

4 

3 

2 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (15/18) 

• 「OK」をクリックし、 「Notify Customer of Reject」ユーザー・
タスクの実装が完了 
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• プロセス・エディタで「Fulfill Quote」ユーザー・タスクを 

ダブル・クリックし、「プロパティ」を開く 

 

 

 

• 「実装」タブでヒューマン・タスクの右側のプラス・アイコンをクリック 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (16/18) 

2 

1 
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• 「実装」タブでタスクの「名前」、「タイトル」と「結果」を設定 

• 緑色のプラス・アイコンでパラメータに「quote」のデータ・オブジェク
トをドラッグ・アンド・ドロップで追加し、「OK」をクリック 

234 

各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (17/18) 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

名前 FulfillQuote 

タイトル Fulfill Quote 

結果 OK 

パラメータ QuoteRequest(編集可能とする） 

1 

4 

3 

2 
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各要素の実装 
各ユーザー・タスクの実装  (18/18) 

• 「OK」をクリックし、 「Fulfill Quote」ユーザー・タスクの実装が
完了し、「すべて保存」をして各ユーザー・タスクの実装が完了 
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• プロセス・エディタで「business practices reject」シーケンス・フ
ローをダブル・クリックし、「プロパティ」を開く 
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各要素の実装 
条件シーケンス・フローの実装  (1/5) 
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• 「プロパティ」タブで以下の式を設定し、「OK」をクリックし、  

「business practices reject」シーケンス・フローの実装が完了 

237 

各要素の実装 
条件シーケンス・フローの実装  (2/5) 

式： 

businessPracticesOutcome == "REJECT" 

1 

2 
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• プロセス・エディタで「Terms or Deal Rejected」シーケンス・
フローをダブル・クリックし、「プロパティ」を開く 
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各要素の実装 
条件シーケンス・フローの実装  (3/5) 
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• 「プロパティ」タブで以下の式を設定し、「OK」をクリックして、  

「Terms or Deal Rejected」シーケンス・フローの実装が完了 

239 

各要素の実装 
条件シーケンス・フローの実装  (4/5) 

式： 

approveDealOutcome == "REJECT" or 
approveTermsOutcome == "REJECT" 

1 

2 
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各要素の実装 
条件シーケンス・フローの実装  (5/5) 

• 「すべて保存」をして、各要素の実装が完了 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (1/6) 

• BPMプロジェクト・ナビゲータから「組織」をダブル・クリック 

• 「組織」タブのロールの「Approvers」を選択し、メンバー欄に 

タイプの「グループ」を指定して虫眼鏡をクリック 

 

1 

3 

2 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (2/6) 

• アプリケーション・サーバー接続「WLS_Remote」を選択し、レル
ムに「jazn.com」が表示されたら、検索アイコンをクリックして、   

「Executives」グループを選択 

1 

3 

2 

4 

注意： 

Executivesのメンバーを確認、
テストを行う時に利用 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (3/6) 

• 同様に、ロール「Clerk」のメンバーとしてユーザー「wfaulk」を
追加 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (4/6) 

• 同様に、ロール「Contracts」のメンバーとしてユーザー「cdoyle」
を追加 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (5/6) 

• 同様に、ロール「Customer」のメンバーとしてユーザー「jcooper」
を追加 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (6/6) 

• 「すべて保存」をし、「組織」タブを閉じる 

1 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 
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プロジェクトのデプロイ  (1/7) 
 

• 「アプリケーション・ナビゲータ」で、プロジェクト                       

「CatchSubprocessExceptions」を右クリックし、「デプロイ 

> CatchSubprocessExceptions」を選択 
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プロジェクトのデプロイ  (2/7) 
 

• 「アプリケーション・サーバーにデプロイ」を選択して「次へ」を
クリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (3/7) 
  
 • 「同じビジョンIDで既存のコンポジットを上書きします。」をチェック
して「次へ」をクリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (4/7) 
 

• 「WLS_Remote」を選択して、「次へ」をクリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (5/7) 
 

• 検出されたSOAサーバーを選択されたまま「次へ」をクリック 
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プロジェクトのデプロイ  (6/7) 
 

• 「終了」をクリックし、デプロイを開始する 
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プロジェクトのデプロイ  (7/7) 
 

• デプロイ完了した後のログは、以下となる 
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ExceptionsHandling アプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 
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プロセスのテスト 

• 以下のテストをおこなう 

手
順 

ユーザー 処理 テストするタスク 

1 weblogic EMで情報登録 Receive Quote 

2 jverne 承認する Business Practices review 

3 cdickens 承認する Approve Quote Deal 

4 cdoyle 承認する Approve Terms 

5 wfaulk OKのアクションを実行して、プロ
セスを終わらせる 

Fulfill Quote 

6 weblogic EMで監査証跡を確認 

Happy pathを確認するケース 
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• 「weblogic」ユーザーでEMにログインし、左側のパネルから        

「SOA > soa-infra > default > CatchSubprocessException」
を選択し、右側の「テスト」をクリック 

258 

プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (1/9) 

2 

1 
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• 引数の入力を行う 

259 

プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (2/9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

QuoteID A123 

AccountName Acme 

CustomerType Healthcare 

CustomerContactName Vincent Shi 

CustomerContractTitle Clerk 

PhoneNumber 123-4567-8901 

EmailAddress vincent.shi@acme.com 

Street street123 

City city123 

State state123 

Zip zip123 

Country country123 
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• 引数の入力が完了したら、ページ上部の「Webサービスのテスト」
をクリックして、リクエストを作成 

 

 

 

• フロー・トレースを起動 

260 

プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (3/9) 

1 

2 

エラー・メッセージなし 
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• 「jverne」ユーザーでBPM Workspaceにログインし、アクション
の「Approve」をクリックしてアサインされたタスクを承認 

261 

プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (4/9) 

1 

3 

2 
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• 「cdickens」ユーザーでBPM Workspaceにログインし、アクシ
ョンの「Approve」をクリックしてアサインされたタスクを承認 

262 

プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (5/9) 

1 

3 

2 
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• 「cdoyle」ユーザーでBPM Workspaceにログインし、アクション
の「Approve」をクリックしてアサインされたタスクを承認 

263 

プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (6/9) 

1 

3 

2 
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• 「jcooper」ユーザーでBPM Workspaceにログインし、アクション
の「OK」をクリックしてアサインされたタスクを処理する 

264 

プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (7/9) 

1 

3 

2 
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• 「フローのトレース」ページをリフレッシュして、プロセスの状態
が完了であることを確認 

• 「HandlingSubprocessExceptions」をクリックして監査証跡
を確認 
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プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (8/9) 

1 

2 
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• 「フロー」タブをクリックし、実行フローを確認 
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プロセスのテスト 
Happy pathを確認するケース  (9/9) 
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プロセスのテスト 

• 以下のテストをおこなう 

手
順 

ユーザー 処理 テストするタスク 

1 weblogic EMで情報登録 Receive Quote 

2 jverne 承認する Business Practices review 

3 cdickens 却下する Approve Quote Deal 

4 cdoyle 承認する Approve Terms 

5 jcooper OKのアクションを実行して、プロ
セスを終わらせる 

Notify Customer of Reject 

6 weblogic EMで監査証跡を確認 

却下例外を確認するケース 
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• 「weblogic」ユーザーでEMにログインし、左側のパネルから        

「SOA > soa-infra > default > CatchSubprocessException」
を選択し、右側の「テスト」をクリック 

268 

プロセスのテスト 
却下例外を確認するケース  (1/9) 

2 

1 
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• 引数の入力を行う 

269 

プロセスのテスト 
却下例外を確認するケース  (2/9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

QuoteID A123 

AccountName Acme 

CustomerType Healthcare 

CustomerContactName Vincent Shi 

CustomerContractTitle Clerk 

PhoneNumber 123-4567-8901 

EmailAddress vincent.shi@acme.com 

Street street123 

City city123 

State state123 

Zip zip123 

Country country123 
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• 引数の入力が完了したら、ページ上部の「Webサービスのテスト」
をクリックして、リクエストを作成 

 

 

 

• フロー・トレースを起動 

270 

プロセスのテスト 
却下例外を確認するケース  (3/9) 

1 

2 

エラー・メッセージなし 
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• 「jverne」ユーザーでBPM Workspaceにログインし、アクション
の「Approve」をクリックしてアサインされたタスクを承認 

271 

プロセスのテスト 
却下例外を確認するケース  (4/9) 

1 

3 

2 
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• 「cdickens」ユーザーでBPM Workspaceにログインし、アクシ
ョンの「Reject」をクリックしてアサインされたタスクを却下 

272 

プロセスのテスト 
却下例外を確認するケース  (5/9) 

1 

3 

2 
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• 「cdoyle」ユーザーでBPM Workspaceにログインし、アクション
の「Approve」をクリックしてアサインされたタスクを承認 

273 

プロセスのテスト 
却下例外を確認するケース  (6/9) 

1 

3 

2 
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• 「jcooper」ユーザーでBPM Workspaceにログインし、アクション
の「OK」をクリックしてアサインされたタスクを処理する 
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プロセスのテスト 
却下例外を確認するケース  (7/9) 

1 

3 

2 
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• 監査証跡の実行フローを確認 

 

275 

プロセスのテスト 
却下例外を確認するケース  (8/9) 
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• 「フォルト」タブで「RejectQuoteException」のビジネス例外が
発生したことを確認 

276 

プロセスのテスト 
却下例外を確認するケース  (9/9) 
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プロセスのテスト 

• 以下のテストをおこなう 

手
順 

ユーザー 処理 テストするタスク 

1 weblogic EMで情報登録 Receive Quote 

2 処理せず、５分待つ 補足タイマー 

3 jcooper OKのアクションを実行して、プロ
セスを終わらせる 

Notify Customer of Reject 

4 weblogic EMで監査証跡を確認 

タイムアウトを確認するケース 
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• 「weblogic」ユーザーでEMにログインし、左側のパネルから        

「SOA > soa-infra > default > CatchSubprocessException」
を選択し、右側の「テスト」をクリック 

278 

プロセスのテスト 
タイムアウトを確認するケース  (1/7) 

2 

1 
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• 引数の入力を行う 

279 

プロセスのテスト 
タイムアウトを確認するケース  (2/7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

QuoteID A123 

AccountName Acme 

CustomerType Healthcare 

CustomerContactName Vincent Shi 

CustomerContractTitle Clerk 

PhoneNumber 123-4567-8901 

EmailAddress vincent.shi@acme.com 

Street street123 

City city123 

State state123 

Zip zip123 

Country country123 
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• 引数の入力が完了したら、ページ上部の「Webサービスのテスト」
をクリックして、リクエストを作成 

 

 

 

• 処理せず、５分経過したら、フロー・トレースを起動 

280 

プロセスのテスト 
タイムアウトを確認するケース  (3/7) 

1 

2 
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• 「BusinessPracticesReview」をクリックして、アサイン後５分の
時点で取り消しされたことを確認 
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プロセスのテスト 
タイムアウトを確認するケース  (4/7) 
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• 「jcooper」ユーザーでBPM Workspaceにログインし、アクション
の「OK」をクリックしてアサインされたタスクを処理する 

282 

プロセスのテスト 
タイムアウトを確認するケース  (5/7) 

1 

3 

2 
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• 「フローのトレース」ページでリフレッシュして、プロセスの状態
が完了であることを確認 

• 「HandlingSubprocessExceptions」をクリックして監査証跡
を確認 

 

283 

プロセスのテスト 
タイムアウトを確認するケース  (6/7) 

1 

2 
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• 監査証跡の実行フローを確認 
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プロセスのテスト 
タイムアウトを確認するケース  (7/7) 
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ExceptionHandlingアプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス全体像 

CustomerReviewProcessプロセス： 
同期サービス・プロセスであり、
「 ExceptionsUsingEventSubProcess 」プロセス
のサービス・タスクで呼び出されます。 

Customer not valid： 
顧客情報の「industry」が「New」である場合、
「CustomerNotValid Exception」が発生します。このビジネス  

例外は、呼び出し元の「 ExceptionsUsingEventSubProcess 」
プロセスのイベント・サブプロセスで捕捉されます。 
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プロセスのモデリング  
 ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス全体像 

Validate Customer： 
同期サービス・プロセス
「CustomerReviewProcess」を呼び出し、
お客様の検証をおこないます。 

Insert Customer： 
データベース・アダプタ・サービスを呼び
出して「Customer」テーブルにお客のレ
コードを挿入 

イベント・サブプロセス： 
境界イベントの代わりに、プロセス内
のシステム例外とビジネス例外を捕捉
します。 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (1/11) 
 • 「アプリケーション・ナビゲータ」の空白部分で右クリックをし、
「新規」をクリック 

 

1 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (2/11) 

• カテゴリにて「一般 > プロジェクト」を選択し、「BPMプロジェクト」
を選択して「次へ」をクリック 

3 

1 

2 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (3/11) 

• プロジェクト名を入力して「次へ」をクリック 

プロジェクト名： 

CatchUsingEventSubProcess 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 291 

プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (4/11) 

• 「次のものを使用するコンポジット BPMN Process」を選択し、
「終了」をクリック 

1 

2 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (5/11) 

• BPMNプロセスの名前を入力し、タイプとして「同期サービス」を
選択して「終了」をクリック 

1 

2 

3 

プロジェクト名： 

CustomerReviewProcess 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (6/11) 

• 「End」イベントをクリックし、右側にドラッグしてデザイン・パネル
の右側にドロップ 

• 「Start」と「End」イベントの名前を、それぞれ「receive 

customer review request」、「Customer valid」に変更 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (7/11) 

• 「スロー > End メッセージ」を選択 

• プロセスにドロップして、名前として「Customer not valid」を
入力 

2 

3 

レーンの幅を
広く調整 

1 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (8/11) 

• 「ゲートウェイ > 排他」を選択 

• 「receive customer review request」と「Customer valid」
イベントの間のシーケンス・フロー上にドロップし、名前として 

「 Customer valid ?」を入力 

 

注意： 

アクティビティを接続するために
は、 オブジェクトをドロップする時
に遷移線が 青くなっている必要
があります。 
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• 「アーティファクト > シーケンス・フロー」を選択 

• 「Customer valid ?」ゲートウェイから「Customer not valid」ま
での条件シーケンス・フロー「Customer not valid」を追加 

• 「Customer valid ?」ゲートウェイから「Customer valid」までの
シーケンス・フローは、名前として「Customer valid」を入力 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (9/11) 

条件シーケンス・フロー： 

シーケンス・フローのプロパティを
開き、「プロパティ」タブの「タイプ」
に「条件」を選択 
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• プロセス・エディタで「Customer not valid」イベントを右クリック
し、「プロパティ」を開く 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (10/11) 

2 

3 

4 

返信先： 
receive customer review request 

1 
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プロセスのモデリング  
CustomerReviewProcessプロセス (11/11) 

• 「すべて保存」をし、「CustomerReviewProcess」タブ以外の
タブを閉じる 
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プロセスのモデリング  
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス (1/10) 

• 「BPMプロジェクト・ナビゲータ」で、
プロジェクト                                   

「CatchUsingEventSubProcess

」配下の「プロセス」を右クリックし、
「新規 > プロセス」を選択 

 

• BPMNプロセスの名前を入力し、タ
イプとして「非同期サービス」を選択
して「終了」をクリック 

 

名前： 
ExceptionsUsingEventSubProcess 

2 

3 

1 

4 
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プロセスのモデリング  
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス (2/10) 

• 「End」イベントをクリックし、右側にドラッグしてデザイン・パネル
の右側にドロップ 

• 「End」イベントのプロパティの「実装タイプ」として「なし」を選択 

• 「Start」の名前を、「Receive customer」に変更 
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• 「アクティビティ > サービス」を選択 

• 「Receive customer」と「End」イベントの間のシーケンス・フロー
上にドロップし、名前として「ValidateCustomer」を入力 

• 同じようにもう一つのサービス・タスク「Insert Customer」を追加 

 

301 

注意： 
アクティビティを接続するためには、 オブ
ジェクトをドロップする時に遷移線が 青く
なっている必要があります。 

1 

2 3 

プロセスのモデリング  
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス (3/10) 
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• 「対話型 > FYI」を選択し、「Insert customer」サービス・タスクと
「End」イベントの間のシーケンス・フロー上にドロップ 

• 表示されるプロパティで、名前として「Notify Customer」を入力 

302 

1 

2 

3 

FYI対話型アクティビティ： 
FYI対話型アクティビティはユーザー対話

型アクティビティに類似していますが、完
了を待機せずに処理を続行する点が異
なります。 

プロセスのモデリング  
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス (4/10) 
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プロセスのモデリング 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス (5/10) 

303 

• 「ロールのプロパティ」が表示されるので、「新規」をクリックし、
「Customer」ロールを新規追加する 

1 

2 

3 
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プロセスのモデリング  
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス (6/10) 

• ロール「Customer」のレーンの下の空白の所で右クリックし、 

「ロールの追加」を選択してロール「Admin」を追加 

3 

4 

5 

2 

1 
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プロセスのモデリング  
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス (7/10) 

• 「アクティビティ > イベント・サブプロセス」を選択し、ロール 

「Admin」のレーンにドロップし、名前として「Catch system 

exceptions」を入力 

1 

2 
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プロセスのモデリング  
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス (8/10) 

• ユーザー・タスクを追加するため、イベント・サブプロセスのサイズ
を調整し、「End1」イベントを右側へドラッグ 

• 「Start」イベントの名前を「catch exceptions」に変更し、「実装タ
イプ」として「エラー」を指定し、例外の捕捉チェックボックスを選択 

• 「End1」イベントの「実装タイプ」として「終了」を指定 
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• 「対話型 > FYI」を選択し、「catch exceptions」と「End1」イベント
の間のシーケンス・フロー上にドロップ 

• 表示されるプロパティで、名前として「Notify Admin」を入力 

307 

プロセスのモデリング  
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス (9/10) 

1 
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プロセスのモデリング  
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス (10/10) 

• 「すべて保存」をする 
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ExceptionHandlingアプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 
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データ・オブジェクトの作成  (1/9) 

• ビジネス・オブジェクトの定義 

• BusinessData.CustomerType  

（Customer.xsdのCustomerエレメントに基づく） 

 

 

 

 

 

• プロセス・データ・オブジェクトの定義 

• customer   （BusinessData.CustomerTypeに基づく） 

注意： 
Customer.xsd ファイルは、「環境準備 (2/4)」
のスライドで指定した「sqlscrip.zip」ファイル
に含まれている 
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• 「BPMプロジェクト・ナビゲータ」タブで、 

「CatchUsingEventSubProcess」プロジェクトの「ビジネス・
カタログ」を右クリックし、「新規 > モジュール」よりモジュール
「BusinessData」を作成 

 

 

 

 

312 

データ・オブジェクトの作成  (2/9) 

2 

3 

1 
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データ・オブジェクトの作成  (3/9) 

• 「BusinessData」の配下に「CustomerType」のビジネス・オブ
ジェクトを作成 

1 

4 

2 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (4/9) 

• 環境準備で指定したsqlscript.zipファイルに含まれるスキーマ
「 Customer.xsd 」を選択 

1 

2 

3 

4 
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データ・オブジェクトの作成  (5/9) 

• 外部スキーマを「プロジェクトにコピー」するように選択 

1 2 

3 
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データ・オブジェクトの作成  (6/9) 

• 「Customer」を選択し、「CustomerType」ビジネス・オブジェクト
の作成を完了する 

2 

1 

3 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 

• 「CustomerReviewProcess」プロセスを選択し、左下に表示される
構造情報の「プロセス・データ・オブジェクト」を右クリックし、           

「customer」データ・オブジェクトを新規作成 

317 

データ・オブジェクトの作成  (7/9) 

1 

2 

3 

データ・オブジェクト 

customer BusinessData.CustomerType型 
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• 「ExceptionsUsingEventSubProcess」プロセスを選択し、左
下に表示される構造情報の「プロセス・データ・オブジェクト」を
右クリックし、「customer」のデータ・オブジェクトを新規作成 

318 

データ・オブジェクトの作成  (8/9) 

1 

2 

3 

データ・オブジェクト 

customer BusinessData.CustomerType型 
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データ・オブジェクトの作成  (9/9) 

• 「すべて保存」をして「CustomerType」タブを閉じる 

1 

2 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 
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• プロセス・エディタで、「receive customer review request」 
イベントをダブル・クリックし、プロパティを開く 

• 「実装」タブで、引数「customer」を追加、「操作名」に 

「receiveCustomer」を入力して「データ・アソシエーション」をクリック 

 

321 

各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (1/12) 

1 

2 

3 

引数： 

customer BusinessData.CustomerType型 

4 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (2/12) 

• 「出力」タブで、左側の引数から「customer」をドラッグし、右側
のプロセスのデータ・オブジェクトの「customer」にドロップし、
マッピングを追加して、「OK」をクリック 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (3/12) 

• 「OK」をクリックして、「すべて保存」をクリックし、 「receive 

customer review request」イベントの実装が完了 
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• プロセス・エディタで「Customer valid」イベントをダブル・クリック
し、「プロパティ」を開き、引数「customer」を追加 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (4/12) 

1 

2 

追加する引数： 
errorInfo BusinessData.CustomerType型 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (5/12) 

• 「データ・アソシエーション」をクリックし、左側のデータ・オブジェ
クトから「customer」をドラッグし、右側の引数の「customer」に
ドロップし、マッピングを追加して「OK」をクリック 

1 

2 

3 
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• 「BPMプロジェクト・ナビゲータ」タブで、 

「CatchUsingEventSubProcess」プロジェクトの「ビジネス・カタロ
グ」を右クリックし、「新規 > モジュール」よりモジュールを作成 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (6/12) 

モジュール： 
BusinessExceptions 

2 

3 

1 
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• モジュール「BusinessExceptions」を右クリックし、「新規 > ビジ
ネス例外」を選択 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (7/12) 

1 

3 

モジュール： 
CustomerNotValidException 

2 
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• 「CustomerNotValidException」ビジネス例外の属性「errorInfo」
の「タイプ」として、「BusinessData.CustomerType」を選択 

• 保存をして「CustomerNotValidException」タブを閉じる 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (8/12) 

1 

2 
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• プロセス・エディタで「Customer not valid」イベントをダブル・クリ
ックし、「プロパティ」を開く 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (9/12) 

1 

2 

3 
4 

追加する引数： 
errorInfo BusinessData.CustomerType型 

定義したビジネス例外
「CustomerNotValidException」をスロー 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (10/12) 

• 左側のデータ・オブジェクトから「customer」をドラッグし、右側の
引数の「errorInfo」にドロップし、マッピングを追加して「OK」をク
リック 

1 

2 

3 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (11/12) 

• プロセス・エディタで、「Customer not valid」シーケンス・フロー
をダブル・クリックし、プロパティを開く 

• 「プロパティ」タブで、単純な式「customer.industry == "New"」
を入力して「OK」をクリック 
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• 「すべて保存」をして、プロセス「CustomerReviewProcess」の
実装が完了 
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各要素の実装 
CustomerReviewProcessプロセス  (12/12) 
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• プロセス・エディタで、「Receive Customer」イベントをダブル・
クリックし、プロパティを開く 

• 「実装」タブで、引数「customer」を追加し、「操作名」に 

「receiveCustomer 」を入力して「データ・アソシエーション」を
クリック 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (1/21) 

1 

2 

4 

3 

引数： 

customer BusinessData.CustomerType型 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (2/21) 

• 左側の引数「customer」をドラッグし、右側の引数の「customer」
にドロップし、マッピングを追加して、「OK」をクリック 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (3/21) 

• 「OK」をクリックして、「すべて保存」をし、 「Receive Customer」
イベントの実装が完了 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (4/21) 

• BPMプロジェクト・ナビゲータで 

「ExceptionsUsingEventSubProcess」プロセスを選択し、 

「構造」タブで「会話」を右クリックして「新規」を選択し、会話 

「customerValidate」を新規作成 

1 

2 

3 

4 

5 

コールするプロセス： 
CustomerReviewProcess 

6 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (5/21) 

• プロセス・エディタで、「ValidateCustomer」サービス・タスクをダ
ブル・クリックし、プロパティを開く 

• 「実装」タブで、会話「customerValidate」を選択し、「ターゲット・
ノード」に「receive customer review request」を選択して「デ
ータ・アソシエーション」をクリック 

 1 

2 

3 

4 

会話： 
作成した会話「customerValidate」を選択 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (6/21) 

• 「入力」タブで、左側のプロセスのデータ・オブジェクトから 

「customer」をドラッグし、右側の引数の「customer」にドロップ
してマッピングを追加して、二回「OK」をクリック 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (7/21) 

• コンポジット・エディタを使用して、「Insert Customer」 サービス・
タスクの実装を作成 

プロセス・エディタのツール・バー
にある「コンポジット・エディタ・アイ
コンをクリック 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (8/21) 

• データベース・アダプタ「InsertCustomer」を作成 

注意： 

「InsertCustomer」データベース・アダプタの
作成方法は、本ハンズオンの最後の補足情
報「[補足] データベース・アダプタの作成手
順 」を参照してください。 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (9/21) 

• 「ビジネス・カタログ」を右クリックし、「新規 > モジュール」を選択
し、「BusinessService」のモジュールを作成 

1 

2 

3 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (10/21) 

• 作成した「InsertCustomer」データベース・アダプタ・サービス
を「BusinessService」カタログに移動 

1 

2 

3 

4 

5 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (11/21) 

• 「ExceptionsUsingEventSubProcess」プロセスを選択し、左下
に表示される構造情報の「会話」を右クリックし、サービス・コー
ル会話「InsertCustomer」を新規作成 

1 

2 

5 

6 

3 

4 

サービス： 

作成した「InsertCustomer」データベース・アダプタ・
サービスを指定 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (12/21) 

• プロセス・エディタで、「Insert Customer」サービス・タスクをダブ
ル・クリックし、プロパティを開く 

• 「実装」の「会話」に作成の会話「InsertCustomer」を指定し、「操
作」に「insert」を選択して、「データ・アソシエーション」をクリック 

1 

2 

3 

4 

会話： 

作成した会話「InsertCustomer」を指定 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (13/21) 

• 下図のように入力データ・アソシエーションをして「OK」をクリック 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (14/21) 

• 「OK」をクリックし、「Insert Customer」サービス・タスクの実装が
完了 
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• プロセス・エディタで「Notify Customer」ユーザー・タスクを 

ダブル・クリックし、「プロパティ」を開く 

 

 

 

• 「実装」タブでヒューマン・タスクの右側のプラス・アイコンをクリック 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (15/21) 

2 

1 
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• 「実装」タブでタスクの「名前」、「タイトル」と「結果」を設定 

• 緑色のプラス・アイコンでパラメータに「customer」のデータ・オブジ
ェクトをドラッグ・アンド・ドロップで追加し、「OK」をクリック 

348 

各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (16/21) 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

名前 NotifyCustomer 

タイトル Customer added successfully 

結果 OK 

パラメータ Customer(編集可能とする） 

1 

4 

3 

2 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (17/21) 

• 「OK」をクリックし、 「Notify Customer」ユーザー・タスクの実装
が完了し、「すべて保存」をして各ユーザー・タスクの実装が完了 
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• プロセス・エディタで「Notify Admin」ユーザー・タスクを 

ダブル・クリックし、「プロパティ」を開く 

 

 

 

• 「実装」タブでヒューマン・タスクの右側のプラス・アイコンをクリック 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (18/21) 

2 

1 
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• 「実装」タブでタスクの「名前」、「タイトル」と「結果」を設定 

• 緑色のプラス・アイコンでパラメータに「customer」のデータ・オブジ
ェクトをドラッグ・アンド・ドロップで追加し、「OK」をクリック 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (19/21) 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

名前 NotifyCustomer 

タイトル Customer added successfully 

結果 OK 

パラメータ Customer(編集可能とする） 

1 

4 

3 

2 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (20/21) 

• 「OK」をクリックし、 「Notify Admin」ユーザー・タスクの実装が
完了し、「すべて保存」をして各ユーザー・タスクの実装が完了 
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各要素の実装 
ExceptionsUsingEventSubProcessプロセス  (21/21) 

• 「すべて保存」をして「composite.xml」タブを閉じる 

1 

2 



Copyright© 2012, Oracle. All rights reserved. 354 

プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (1/4) 

• BPMプロジェクト・ナビゲータから「組織」をダブル・クリック 

• 「組織」タブのロールの「Admin」を選択し、メンバー欄でタイプ
として「グループ」を指定して虫眼鏡をクリック 

 

1 

3 

2 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (2/4) 

• アプリケーション・サーバー接続「WLS_Remote」を選択し、
レルムに「jazn.com」が表示されたら、検索アイコンをクリッ
クして、「jcooper」を選択 

1 

3 

2 

4 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (3/4) 

• 同様に、ロールの「Customer」を選択し、メンバーとして 

「cdoyle」を追加 

 

1 

2 
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BPMプロセス・ロールのメンバーのセット  (4/4) 

• 「すべて保存」をし、「組織」タブを閉じる 

1 

2 
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プロセスの実装とデプロイ 

• データ・オブジェクトの作成 

• 各要素の実装 

• BPMプロセス・ロールのメンバーのセット 

• プロセスのデプロイ 
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プロジェクトのデプロイ  (1/7) 
 

• 「アプリケーション・ナビゲータ」で、プロジェクト                       

「CatchUsingEventSubProcess」を右クリックし、「デプロイ 

> CatchUsingEventSubProcess」を選択 
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プロジェクトのデプロイ  (2/7) 
 

• 「アプリケーション・サーバーにデプロイ」を選択して「次へ」を
クリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (3/7) 
 

• 「同じビジョンIDで既存のコンポジットを上書きします。」をチェ
ックして「次へ」をクリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (4/7) 
 

• 「WLS_Remote」を選択して、「次へ」をクリック 

1 

2 
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プロジェクトのデプロイ  (5/7) 
 

• 検出されたSOAサーバーを選択されたまま「次へ」をクリック 
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プロジェクトのデプロイ  (6/7) 
 

• 「終了」をクリックし、デプロイを開始する 
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プロジェクトのデプロイ  (7/7) 
 

• デプロイ完了した後のログは、以下となる 
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ExceptionsHandling アプリケーションの作成 

四つのプロジェクト 

 

 

 

モデリ
ング 

実装と 
デプロイ 

テスト 

CatchSystemExceptions 
プロジェクト 

CatchBusinessExceptions 
プロジェクト 

CatchSubprocessExceptions 
プロジェクト 

CatchUsingEventSubProcess 
プロジェクト 
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プロセスのテスト 

• 以下のテストを行う 

手順 ユーザー 処理 テストするタスク 

1 weblogic EMで顧客情報を登録 

Industry = “Healthcare” 

Receive customerイベント 

ValidateCustomerサービス・タスク 

2 weblogic 監査証跡を確認 

3 BPMSample Customerテーブル確認 Insert Customer サービス・タスク 

Happy path のケース 
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プロセスのテスト 
Happy path のケース  (1/6) 

• 「weblogic」ユーザーでEMにログインし、左側のパネルから        

「SOA > soa-infra > default > 

CatchUsingEventSubProcess」を選択し、右側の「テスト > 

ExceptionsUsingEventSubProcess.service」をクリック 

2 
1 
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プロセスのテスト 
Happy path のケース  (2/6) 

• 引数の入力を行う 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

CustomerID B123 

CustomerName BBQ 

Industry Healthcare 

ContactName Mike 

Title Clerk 

PhoneNumber 012-3456-7890 

EmailAddress mike@acme.com 

Street street123 

City city123 

State state123 

Zip zip123 

Country country123 
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• 引数の入力が完了したら、ページ上部の「Webサービスのテスト」
をクリックして、リクエストを作成 

 

 

 

• フロー・トレースを起動 
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プロセスのテスト 
Happy path のケース  (3/6) 

1 

2 
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プロセスのテスト 
Happy path のケース  (4/6) 

• 「フローのトレース」ページで、プロセスの状態が「完了」である
ことを確認し、「ExceptionsUsingEventSubProcess」リンク
をクリックしてプロセスの監査証跡を確認 
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プロセスのテスト 
Happy path のケース  (5/6) 

• 「フロー」を確認 
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プロセスのテスト 
Happy path のケース  (6/6) 

• 登録したデータが「Customer」テーブルにインサートされたことを
確認 

SQL文： 

select * from customer; 
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プロセスのテスト 

• 以下のテストを行う 

ビジネス例外 のケース 

手順 ユーザー 処理 テストするタスク 

1 weblogic EMで顧客情報を登録 

Industry = “New” 

ValidateCustomerサービス・タスク 

catch exceptionsイベント 

2 weblogic 監査証跡を確認 
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プロセスのテスト 
ビジネス例外のケース  (1/6) 

• 「weblogic」ユーザーでEMにログインし、左側のパネルから        

「SOA > soa-infra > default > 

CatchUsingEventSubProcess」を選択し、右側の「テスト > 

ExceptionsUsingEventSubProcess.service」をクリック 

2 
1 
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プロセスのテスト 
ビジネス例外のケース  (2/6) 

• 引数の入力を行う 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

CustomerID C123 

CustomerName Cobe 

Industry New 

ContactName Mike 

Title Clerk 

PhoneNumber 012-3456-7890 

EmailAddress mike@acme.com 

Street street123 

City city123 

State state123 

Zip zip123 

Country country123 
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• 引数の入力が完了したら、ページ上部の「Webサービスのテスト」
をクリックして、リクエストを作成 

 

 

 

• フロー・トレースを起動 
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プロセスのテスト 
ビジネス例外のケース  (3/6) 

1 

2 
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プロセスのテスト 
ビジネス例外のケース  (4/6) 

• 「フローのトレース」ページで、プロセスの状態が「終了」である
ことを確認し、「ExceptionsUsingEventSubProcess」リンク
をクリックしてプロセスの監査証跡を確認 
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プロセスのテスト 
ビジネス例外のケース  (5/6) 

• 「フロー」を確認 
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プロセスのテスト 
ビジネス例外のケース  (6/6) 

• 「フォルト」を確認 
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プロセスのテスト 

• 以下のテストを行う 

手順 ユーザー 処理 テストするタスク 

1 weblogic EMで重複顧客情報を登録 Insert Customerサービス・タスク 

catch exceptionsイベント 

2 weblogic 監査証跡を確認 

システム例外のケース 
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プロセスのテスト 
システム例外のケース  (1/6) 

• 「weblogic」ユーザーでEMにログインし、左側のパネルから        

「SOA > soa-infra > default > 

CatchUsingEventSubProcess」を選択し、右側の「テスト > 

ExceptionsUsingEventSubProcess.service」をクリック 

2 
1 
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プロセスのテスト 
システム例外のケース  (2/6) 

• 引数の入力を行う 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

CustomerID A123 

CustomerName Acme 

Industry Healthcare 

ContactName Vincent Shi 

Title Clerk 

PhoneNumber 123-4567-8901 

EmailAddress vincent.shi@acme.com 

Street street123 

City city123 

State state123 

Zip zip123 

Country country123 
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• 引数の入力が完了したら、ページ上部の「Webサービスのテスト」
をクリックして、リクエストを作成 

 

 

 

• フロー・トレースを起動 
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プロセスのテスト 
システム例外のケース  (3/6) 

1 

2 
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プロセスのテスト 
システム例外のケース  (4/6) 

• 「フローのトレース」ページで、プロセスの状態が「終了」である
ことを確認し、「ExceptionsUsingEventSubProcess」リンク
をクリックしてプロセスの監査証跡を確認 
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プロセスのテスト 
システム例外のケース  (5/6) 

• 「フロー」を確認 
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プロセスのテスト 
システム例外のケース  (6/6) 

• 「フォルト」を確認 
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[補足] アプリケーション・サーバ接続の作成 (1/7) 

• メニューから「表示 > アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」
を選択して、アプリケーション・サーバー・ナビゲータを表示さ
せる 
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[補足] アプリケーション・サーバ接続の作成 (2/7) 

• アプリケーション・サーバー・ナビゲータで、ルートの「アプリケ
ーション・サーバー」を右クリックし、「新規アプリケーション・サ
ーバー」をクリック 
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[補足] アプリケーション・サーバ接続の作成 (3/7) 

• 作成ウィザードが表示され、「スタンドアロン・サーバー」を選択
し、「次へ」をクリック 
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[補足] アプリケーション・サーバ接続の作成 (4/7) 

• 「接続名」に「WLS_Remote」を入力し、「次へ」をクリック 
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[補足] アプリケーション・サーバ接続の作成 (5/7) 

• 管理ユーザーの「weblogic」とパスワードを入力し、「次へ」をク
リック 
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[補足] アプリケーション・サーバ接続の作成 (6/7) 

• 接続するWeblogicホスト名(管理サーバー)の情報を入力し、
「次へ」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 

Weblogic

ホスト名 

soa11gps4 環境に合わせ
て変更 

ポート 7001 環境に合わせ
て変更 

Weblogic

ドメイン 

base_domain 環境に合わせ
て変更 
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[補足] アプリケーション・サーバ接続の作成 (7/7) 

• 接続テストをおこない、正常の場合、「終了」をクリック 
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[補足] データベース・アダプタの作成手順 (1/7) 

• 「コンポーネント・パレット」から「データベース・アダプタ」 サー
ビス・アダプタをコンポジット・エディタの「外部参照」の欄にドラ
ッグ・アンド・ドロップ 
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[補足] データベース・アダプタの作成手順 (2/7) 

• アダプタ構成ウィザードが表示されるので、データベース・アダ
プタ・サービス名に「InsertCustomer」を入力 

1 

2 

3 
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[補足] データベース・アダプタの作成手順 (3/7) 

• 以下のように設定してデータベース接続を追加 

1 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 値 説明 

接続名 db_bpmsample 任意 

ユーザー名 BPMSample 

パスワード BPMSample 

ホスト名 soa11gps4 環境にあわせて
変更 

JDBCポート 1521 環境にあわせて
変更 

SID orcl 環境にあわせて
変更 

2 
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• JNDI名と操作タイプを設定 

399 

[補足] データベース・アダプタの作成手順 (4/7) 

JNDI名： 

「環境準備 (4/4)」で作成したDbAdapter
の「eis/DB/BPMSample」 

1 

2 

3 

4 
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[補足] データベース・アダプタの作成手順 (5/7) 

• 以下の手順でBPMSampleスキーマにある「Customer」テーブル
をインポート 

1 

2 

3 

4 
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[補足] データベース・アダプタの作成手順 (6/7) 

• 「Customer」テーブルをインポートされるので、「次へ」をクリック 

• 「リレーションシップ」画面でデフォルトのまま「次へ」をクリック 

1 2 
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[補足] データベース・アダプタの作成手順 (7/7) 

• 残りの処理は、デフォルトのまま「次へ」をクリックし、アダプタ
の作成を終了 

1 

2 

3 
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リファレンス 

• 英語版のException Handlingサンプル・アプリケーション・ガイド 

http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/

bpm-104-BPMN-

ExceptionHandling/BPM%20Suite%2011g%20Sample%20-

%20Exception%20Handling.pdf 

 

• 境界イベントなどの中間イベントについて 

http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/doc.1111/b61409/model_bus_proc

s_bpmpd.htm#CJABEGHI 

 

• データベース・アダプタの詳細について 

http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/integration.1111/b55918/adptr_db.h

tm#BGBBHJGC 

 

 

 

http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/bpm-104-BPMN-ExceptionHandling/BPM Suite 11g Sample - Exception Handling.pdf
http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/bpm-104-BPMN-ExceptionHandling/BPM Suite 11g Sample - Exception Handling.pdf
http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/bpm-104-BPMN-ExceptionHandling/BPM Suite 11g Sample - Exception Handling.pdf
http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/bpm-104-BPMN-ExceptionHandling/BPM Suite 11g Sample - Exception Handling.pdf
http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/bpm-104-BPMN-ExceptionHandling/BPM Suite 11g Sample - Exception Handling.pdf
http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/bpm-104-BPMN-ExceptionHandling/BPM Suite 11g Sample - Exception Handling.pdf
http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/bpm-104-BPMN-ExceptionHandling/BPM Suite 11g Sample - Exception Handling.pdf
http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/bpm-104-BPMN-ExceptionHandling/BPM Suite 11g Sample - Exception Handling.pdf
http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/bpm-104-BPMN-ExceptionHandling/BPM Suite 11g Sample - Exception Handling.pdf
http://java.net/projects/oraclebpmsuite11g/downloads/download/Samples/bpm-104-BPMN-ExceptionHandling/BPM Suite 11g Sample - Exception Handling.pdf
http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/doc.1111/b61409/model_bus_procs_bpmpd.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/doc.1111/b61409/model_bus_procs_bpmpd.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/integration.1111/b55918/adptr_db.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/integration.1111/b55918/adptr_db.htm
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リファレンス 

• ビジネス・プロセスを作成およびモデリングする方法について 

http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/doc.1111/b61409/model_bus_p

rocs_bpmpd.htm 

http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/doc.1111/b61409/model_bus_procs_bpmpd.htm
http://docs.oracle.com/cd/E24001_01/doc.1111/b61409/model_bus_procs_bpmpd.htm
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